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エグゼクティブ・サマリー

• 前期に計上した販売用不動産売却と建物リース売却の反動減を主因に減収減益の実績となるが、
当初計画に織り込み済み

• 営業資産積み上げや利回り改善から、基礎収益は着実に伸長しており、市場金利上昇によるコスト増
を打ち返しながら好調な営業実績を継続、当初計画を上回る業績を確保できている

• 親会社株主に帰属する四半期純利益は、過去最高を更新

1 一過性要因の反動減により前年比減収減益、計画に対しては順調な進捗

• ファイナンス、不動産を中心に営業資産残高は拡大基調を維持

• 単純なボリューム拡大に留まらず、利回りや効率性を重視した資産の入替に注力

2 営業資産残高は1,972億円（前期末比+69億円、3.6％増）

• 資金コストや信用コストの上昇が想定される中、収益力強化により利益面は前期以上を確保
系統用蓄電池など新たなビジネスにも取組み、中計最終年度に向けた収益基盤を構築

• 現中計期間中の累進配当かつDOE3.0%以上を目安とする配当方針
資本構成の最適化を図りながら、ROE向上、企業価値向上を目指す

3 通期業績予想、配当予想は当初計画通り
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1 2026年3月期 第１四半期決算の概要
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2026年3月期 第1四半期決算概要

※親会社株主に帰属する四半期純利益、以下同じ

単位：百万円、％

前期第１四半期に計上した大口不動産の販売収入等の反動減があったことで減収減益、当
期純利益は+7.2%の増益（詳細は次頁以降の資料を参照）

2026/3期1Q2025/3期1Q

増減率構成比実績構成比金額

△46.7%100.07,488100.014,053売上高

△21.5%19.71,47513.41,879営業利益

△20.3%20.21,51613.51,902経常利益

7.2%16.21,2168.11,134当期純利益※

営業資産の積み上げや、ファイナンスセグメントの好調な推移、信用コストの抑制などに
より、当初計画を上回る業績を確保。当期純利益は第１四半期の過去最高実績を更新

第１四半期の過去最高実績を更新
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2026年3月期 第１四半期 減収減益要因について

5
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単位：百万円

減収減益の要因は、前年同期に計上した販売用不動産売却及び建物リース売却による一過性の売上・利益
の反動減によるもの。今期第１四半期は一過性要因をほぼ含んでいないため、差異が大きくなっている
一過性を除いた基礎部分については持続的成長を確保

足許は、期初に立てた計画を上回るペースで進捗中。現時点においては、通期業績予想は変更せず

※一過性要因に含むもの……販売用不動産売却、満了等に伴う建物リース売却、有価証券売却
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営業利益の増減要因（項目別）
リース割賦、ファイナンスの営業資産の積み上げと運用利回り改善により相乗的に基礎収益が増加
市場金利上昇によるコスト増を打ち返しながら、好調な営業実績を継続

安定的なストック収益と、投資と回収の回転によるフロー収益の両方の成長から通期計画の達成を目指す

△ 435

310

△ 145

△ 118

18

△ 16 △ 16

24/6期 一過性要因 基礎収益 不動産
関連手数料

資金原価 貸倒関連
費用

減価償却費 その他
販管費等

25/6期

1,879

1,475

単位：百万円

1

前期計上した販売用不動産売却（△416）、建物リース売却（△19）の剥落による反動減①一過性要因

営業資産積み上げ、利回り改善による基礎収益向上（リース割賦+130、ファイナンス+131 他）②基礎収益

金利上昇影響（△106）と資産増に伴う借入残高増加（△12）によるコスト増加③資金原価

2 3
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通期計画に対する第１四半期の進捗状況
通期計画に対する第１四半期までの実績は、営業利益、経常利益とも25％超の進捗を確保
当期純利益についても32.9%まで進捗

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期計画 34,800 5,700 5,600 3,700

第1四半期 7,488 1,475 1,516 1,216

進捗率 21.5% 25.9% 27.1% 32.9%

34,800 
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1,475 1,516 1,216 

21.5%
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0
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10,000
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25,000

30,000

35,000

単位：百万円
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貸借対照表

営業資産増加に伴い負債合計は前期比73億円増加も、自己資本比率は20％超を維持

ファイナンスの新規実行が堅調に推移し、営業貸付金及び投資有価証券（匿名組合出資等）
が増加、将来収益拡大に向けた販売用不動産の仕入も増加

単位：百万円

△0.620.421.0自己資本比率（％）

増減額
26/3期
1Q末

25/3期末

6,461156,714150,252流動資産

6665,5744,907現金及び預金

76230,42229,659割賦債権

△ 8564,31464,399
リース債権及び
リース投資資産

1,82942,94741,118営業貸付金

3,55212,9419,389販売用不動産

1,29952,97951,679固定資産

△ 12138,64238,764有形固定資産

△ 14927,42027,570賃貸不動産(純額)

△ 777,4947,572
その他賃貸資産

(ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾘｰｽ資産)

△ 27479506無形固定資産

1,44913,85712,408投資その他の資産

1,49811,99310,494投資有価証券

7,761209,694201,932資産合計

増減額
26/3期
1Q末

25/3期末

5,14654,59449,448流動負債

－5005001年以内償還予定社債

7,26045,83338,572短期借入金

△2,1138,26010,374その他流動負債

2,224112,078109,854固定負債

△ 15018,65018,800社債

2,47282,11879,646長期借入金

7,370166,673159,302負債合計

39043,02042,630純資産

7,761209,694201,932負債純資産合計
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69,137 81,359 83,607 90,511 100,815 101,427 

27,375 

32,453 32,900 

41,693 

41,458 43,287 
35,048 

37,792 
42,369 

44,938 
42,668 

47,484 

4,647 

4,675 
4,378 

4,927 
5,403 

5,070 

136,208 

156,280 
163,256 

182,070 
190,345 

197,269 

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 1Q

環境ソリューション

不動産

ファイナンス

リース・割賦

営業資産の推移

単純なボリューム拡大に留まらず、利回りや効率性を重視した資産入替に注力
投資と回収の回転率を上げていくことを通じて、継続的に収益を確保

単位：百万円

2026/3期第１四半期の営業資産残高は、前期末比+69億円（+3.6%）の1,972億円

+4.5%
+11.5%

+4.5%
+14.7%

+3.0%

+3.6%
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調達の状況

借入金･社債残高は、営業資産残高の増加に伴い、前期末比+95億円の1,471億円

政策金利引上げに伴い、既存借入の変動金利部分と新規調達の借入金利が上昇
短期的にはコスト増加が先行するものの、リース･割賦、ファイナンスの新規実行分へ
の転嫁が進むことで、中長期的には平準化を見込む

（注）資金原価率＝資金コスト÷営業資産（期首期末平均残高）

資金コスト＝ 資金原価＋支払利息＋社債発行費

116,879 114,424 123,062 118,218 127,951 

200 2,000 
9,800 19,300 

19,150 
117,079 116,424 

132,862 137,519 
147,101 

0.45 0.46 0.45 

0.59 

0.72(年換算) 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 1Q

社債

借入金

資金原価率

（百万円、％）【 借入金・社債残高 および 資金原価率 】
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総資産・純資産・自己資本比率の推移

169,417
175,514

193,398
201,932

209,694

33,467 37,889 40,142 42,630 43,020
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（百万円、％）

安定的な資金調達に向けた外部評価の維持・向上や、リスクバッファの観点から、一定の自
己資本比率は確保しつつ、収益力の強化と、従来よりも一層高い水準の株主還元を目指すこ
とで資本効率の改善を図る
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事業トピックス①
……新エネルギー事業会社の設立、系統用蓄電池事業へ参入

九州電力グループとの合弁会社設立による環境関連ビジネスの領域拡大
• 系統用蓄電池やFIP制度を活用したビジネスを展開する「KLI新エネルギー合同会社」を新設

九州電力100%子会社である九電みらいエナジー社が一部資本参加し、同じ九州というエリアで事業実
績を積み重ねてきた両社連携により、環境関連ビジネスの領域拡大および収益獲得を目指す

• 第一号案件として、自社所有地内に系統用蓄電池を設置。今期中の稼働開始予定

• 今後は、九電グループ含むパートナー企業と連携しながら、蓄電池の自社所有地への追加設置に加え、
お取引先の不動産有効活用や、リース案件として蓄電池導入を支援するなど幅広い事業展開を計画。

新設会社概要と第一号案件の取組スキーム

KLI新エネルギー合同会社会社名

福岡県福岡市博多区博多駅前3-4-8所在地

• 自然エネルギー等による発電事業及び保守を含む
管理運営並びに電気の供給、市場販売等

• 自然エネルギー等による発電設備、蓄電池等によ
るエネルギーマネジメント業務

事業内容

2025年５月設立年月

九州
ﾘｰｽｻｰﾋﾞｽ ｹｲ･ｴﾙ･ｱｲ 九州電力

KLI新エネルギー

電力市場出資土地賃貸借
契約

需給運用委託
(ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｰ)

契約
系統用蓄電池

設備のリース･割賦

当社グループ

蓄電した
電気の

適時放電
・運用

電力販売による収益

第一号案件（KLI嘉麻発電所）のスキーム概要

施設名称 ：KLI嘉麻発電所

定格出力 ：1,999kW

最大容量 ：8,226kWh（公称値）

運転開始 ：2026年3月（予定）

• 系統用蓄電池やFIP制度を組入れた再生可能エネルギー関連の新ビ
ジネスを行う事業会社として設立

• 単なる発電・売電のみに留まらず、エネルギーの制御・変換・貯
蔵などを含め、より効率的な活用を目指すスマートエネルギービ
ジネスに展開し、持続可能な社会の実現に貢献

• 本件第一号案件で得たノウハウから、続く自社での第二号案件へ
の展開や、お取引先への活用提案につなげ、現中計期間中でのさ
らなる収益貢献を目指す

九電みらい
エナジー

九州電力グループ
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事業トピックス②
……水力発電への出資を通じた環境関連ビジネスの事業領域拡大

水力発電ファンドへの匿名組合出資
• 水力発電事業の開発・運営に豊富な経験と実績を保有する、みらい・パートナーズ株式会社が運営する

「みらいハイドロパワーⅡ投資事業有限責任組合」へ出資し、水力発電事業に参入

• 本件出資を通じて、再生可能エネルギー電力の普及に一層貢献するとともに、水力発電への知見獲得に
よって環境関連ビジネスをさらに発展させ、地域との共創によるサステナブルな成長に挑戦

スキーム概要
みらいハイドロパワーⅡ投資事業有限責任組合ファンド名

みらい・パートナーズ株式会社無限責任組合員

東京都中央区銀座一丁目14番5号所在地

• 水力発電事業の組成・開発を支援するコンサル
ティング業務等

• 無限責任組合員として水力発電ファンドの組成・
運営、水力発電所の改修・開発事業へ資金提供等

事業内容

• 本ファンドは、みらい・パートナーズ社がこれまで
培ってきた水力発電事業のノウハウを活用し、地域と
連携して再生可能エネルギーの導入を図るもの。

• 本ファンドからの出資により導入される水力発電事業
は、地域のベースロード電源として期待されるうえ、
地元企業への工事発注等の地域活性化効果も見込める
など、地方創生による持続可能な社会づくりに資する
プロジェクト。

その他
LP組合員

LP出資

水力発電 個別プロジェクト

売電先

EPC

O&M

小売電気事業者

一般送配電事業者

発電事業会社
（SPC）

売電

売電収入

設計・据付・工事

運転保守

売電

FIT売電

投資事業有限責任組合

GP組合員
みらい

パートナーズ社

LP組合員
九州

リースサービス

本ファンド

GP出資

LP出資

匿名組合
出資
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2 セグメントの状況
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セグメント別 売上高・利益

5,867 5,174 

473 
605 

7,256 

1,230 

163 

172 

284 

301 

2025/3期1Q 2026/3期1Q

環境ソリューション

フィービジネス

不動産

ファイナンス

リース・割賦

517 514 

286 426 

1,077 
521 

93 

98 

67 

83 

2025/3期1Q 2026/3期1Q

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】
セグメント間調整前

14,053

7,488

2,044

1,645

それぞれリース割賦は建物リース売却、不動産は販売用不動産売却の反動減により減
収減益、ファイナンスは好調に推移
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セグメントの状況（リース・割賦）①

商業用設備等を中心に新規取扱高が堅調に推移した一方、前期に計上した建物リース売
却の反動減が大きかったことから減収減益
売上高は前期比11.8％減、営業利益は同0.5％減、営業資産残高は前期末比0.6％増

【売上高】 【セグメント利益】

4,130 
4,601 

4,843 

5,867 

5,174 

リース 割賦

345 
391 

458 

517 514 

リース 割賦

81,359 83,607 
90,511 

100,815 101,427 
リース 割賦

【営業資産】

単位：百万円
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7%
6%

12%

11%

2%

31%

20%

10%
1%

セグメントの状況（リース・割賦）②

商業･サービス業用機械設備（什器、店舗機械設備等）のシェアが高い
足許では収益性が高く比較的長期契約となる建物リースに注力

6%
6%

12%

11%

2%

32%

19%

10%

2%

情報関連・事務用機器 産業工作機械 土木建設機械
輸送用機器 医療機器 商業・サービス業用機械設備
建物リース 太陽光設備 その他

【リース･割賦営業資産残高（機種別）】

合計
101,427百万円

（前期末比＋0.6%）

建物リース 建物リース

商業・サービス
業用機械設備

商業・サービス業
用機械設備

合計
100,815百万円

（前期末比+11.4%）

2025/3期 期末 2026/3期 1Q
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セグメントの状況（ファイナンス）

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】 【営業資産】

貸出平残の積み上げに伴う利息収入に加え、手数料収入が増加したことにより増収増益
売上高は前期比27.9％増、営業利益は同48.9％増、営業資産残高は前期末比4.4％増

377 
437 

440 
473 

605 

211 

257 259 
286

426

32,453 32,900 

41,693 41,458 43,287 
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セグメントの状況（不動産）①

770 

4,533 

1,213 

7,256 

1,230 

343 

454 
508 

1,077 

521 

【売上高】 【セグメント利益】

37,792 

42,369 
44,938 

42,668 

47,484 

【営業資産】

前年計上した不動産売却収入の反動により減収減益
売上高は前期比83.0％減、営業利益は同51.6％減、営業資産残高は前期末比11.3％増

単位：百万円
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セグメントの状況（不動産）②

安定ストック収益につながる賃貸不動産は高い稼働率を維持しながら保有棟数を増加
販売用不動産の売却時期によって収益の増減はあるものの、市場を見極めながら、利回り
や築年数を考慮した資産の入替を推進し、収益を確保

セグメント利益売上高

増減率
%

2026/3期
1Q

2025/3期
1Q

増減率
%

2026/3期
1Q

2025/3期
1Q

+3.4411398+3.4851823賃貸不動産

△94.923458△97.91286,077販売用不動産

△77.343190△40.5174293仲介手数料

+45.54329+22.57561その他
（匿名組合投資ほか）

△51.65211,077△ 83.11,2307,256合計

■不動産セグメント内訳 (単位：百万円)

仲介手数料は前期大口取引計上の反動から減益となったが、計画通りの営業実績で進捗
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セグメントの状況（フィービジネス）①

126 
148 

149 
163 

172 

56 

73 
78 

93 
98 

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】

カーリース手数料収入及び保険代理店収入が堅調を持続
売上高は前期比5.1％増、営業利益は同5.5％増で推移
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セグメントの状況（フィービジネス）②

セグメント利益売上高

増減率
%

2026/3期
1Ｑ

2025/3期
1Q

増減率
%

2026/3期
1Ｑ

2025/3期
1Q

+5.66057+5.6114108カーリース手数料

△1.31717△0.82626生命保険手数料

+15.81714+10.82623損害保険手数料

△5.433△1.055その他

+5.59893+5.1172163合計

■セグメント内訳 (単位：百万円)

リース･割賦やファイナンス、不動産のお取引先に対する複合取引の推進により収益拡大
に貢献、高効率のノンアセットビジネスとして注力
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セグメントの状況（環境ソリューション）

273 

304 305 
284 301 

58 

83 

62 
67 

83 

【売上高】 【セグメント利益】

4,675 
4,378 

4,927 

5,403 

5,070 

【営業資産】

堅調な売電収入に加え、LED関連の売上が寄与
売上高は前年同期比5.8％増、営業利益は同24.1％増、営業資産残高は前期末比6.2％減
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3 2026年3月期 業績予想・配当予想
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2026年3月期 業績予想

25

単位：百万円

金利上昇による資金コスト増加や、企業倒産による信用コスト増加が収益を押し下げ
る見通しの中、リースを中心としたコアビジネスの安定的な成長と、ノンアセットビ
ジネスの強化により各セグメントで収益力向上を図り、コスト増を打ち返して前期以
上の利益を確保する計画

2026/3期2025/3期実績

進捗率1Q実績通期予想構成比金額

21.5％7,48834,800100.039,338売上高

25.9％1,4755,70014.45,651営業利益

27.1％1,5165,60014.25,584経常利益

32.9％1,2163,7009.13,569当期純利益

49.3％
（増加額に対する進捗）

197,269204,400－190,345営業資産残高
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2026年３月期 配当予想・過去配当推移

26

• 株主還元方針に基づき「累進配当かつDOE3.0%以上」の前提のもと、
今期配当予想について検討

• 中間配当28円00銭、期末配当28円00銭、年間配当56円00銭の予定
前期から３円00銭の増配予想となり７期連続での増配となる見通し

• 今期業績予想（当期純利益3,700百万円）に基づく連結配当性向は
34.2%、DOEは3.1%の見通し

【2026年３月期 配当予想】

配当予想
(2026年３月期)

+11円00銭28円00銭

▲8円00銭28円00銭

+3円00銭56円00銭

中間配当

期末配当

年間配当

前期実績
(2025年3月期)

17円00銭

36円00銭

53円00銭

【過去配当推移】

2.5 

14.0 15.0 16.5 18.5 
23.5 

30.0 

53.0 
56.0 

1.3% 1.3% 1.3% 1.4%
1.6%

1.8%

3.0% 3.1%

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

2005/3期 ・・・・・・ 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

予想

年間配当

DOE

株主還元方針を変更
累進配当の方針を明記し

DOE3%以上を配当

内部留保の充実による財務体質強化を図りつつ、安定的に配当を実施してきた
（2005/3期以降、減配無し）

７期連続での増配予想
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【お問い合わせ先】

株式会社九州リースサービス 総合企画部
TEL 092-431-2915
ホームページ：https://www.k-lease.co.jp/

■本資料の注意点
・本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決

定は、ご自身のご判断において行われるようお願いします。
・本資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点で入手可能な情報と合理的で

あると判断する一定の前提に基づき当社が予測したものです。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素によ
り、業績見通しと大きく異なる可能性があります。

・本資料中の情報によって生じた影響や損害については、当社は一切責任を負いません。
・なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複写複製、または転載等を行わないようにお願いいたします。


